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令和８（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （科学技術社会論受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は２枚です。］ 
（１枚目/２枚中） 

 
注意 ①解答はすべて所定の解答用紙に記入すること 

②問題用紙は持ち帰ること 
 
 
Ⅰ 次の英文を読み、日本語で５行程度で要約しなさい。 

 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
（Massimano Bucchi and Brian Trench, Science Communication: The Basics, Routledge, 2025, p. 127, l. 
27-p. 128, l. 4.） 
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（ ２枚目／２枚中 ） 
 
Ⅱ 以下の語句の中から、３項目を選択し、その番号を記した上で、各項目について日

本語で５行程度で解説しなさい。 

 
  １ 通常科学（normal sciences） 
  ２ パターナリズム 
  ３ アポロ計画 
  ４ 熟議民主主義 
  ５ フィルターバブル 
 
 
Ⅲ 科学技術の進展と「人間の尊厳」の関係について、論点を整理した上で、自らの考

えを日本語で論述しなさい。その上で、その要約を５行程度の英語で書きなさい。 
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （臨床哲学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は１枚です］ 

 

問題１ 以下のうち、A, B のいずれか一つを選んで日本語で答えなさい。 
 

A. これまで学んできた哲学・倫理学について、あなた自身はどのようなやりにくさ

や限界があると考えるか、またそれを解消するために臨床哲学としてどのような

姿勢が求められると考えるか、述べなさい。  
B. 学部で学んできた自分の専門分野の知識やアプローチについて、あなたの関心を

探究するうえでどのような困難や限界があると考えるか、またそれを解消するた

めに臨床哲学としてどのような姿勢が求められると考えるか、述べなさい。  
 
問題２ ① 下記の英文を日本語に訳した上で、 

② 文中に出てくる次の三つの用語を、自らの言葉で簡潔に日本語で説明しなさい。 
・deontology 
・utilitarianism 
・communitarianism 

 
 問題文は、著者の著作権等により、省略します。なお出典は以下の通りです。 

Audrey Leathard and Susan McLaren (eds.), ETHICS: Contemporary challenges in health and 
social care, The Policy Press, 2007, p.20. l.20-30, p.22. l.2-12, p.22. l.31-p.23. l.2. 
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令和 8（2026）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （東洋史学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は 3 枚です］ 
（１枚目/3 枚中） 

 
 

［問題用紙は 3 枚です。I～IV について，それぞれ別々の解答用紙を使用すること］ 

 
 
Ⅰ 論述問題 

次の 3 問から１問を選び，解答しなさい。解答に当たっては，いずれを選んだかを冒頭に記

入すること。 
 

1. 10～18 世紀にかけ，中国歴代王朝の海上交易に対する管理はどのような推移をたどった

か，その概略を説明しなさい。 
 

2. 東南アジア史の展開において，域外からの移住者が果たした役割を，複数の民族集団の

事例を挙げつつ述べなさい。 
 

3. 前近代の中央ユーラシア遊牧民の社会における女性の役割について，複数の具体的事例

を挙げつつ論じなさい。 
 
 
Ⅱ 基礎事項問題 

次の（a）～（e）の事項について知るところを，それぞれ 2 行程度で簡潔に答えなさい。 
［問題Ⅰとは別の解答用紙を用いること］ 

 
(a) ホセ＝リサール（José Rizal）     (b) インド大反乱（1857～59）      （c）典礼問題 

(d) 『資治通鑑』          (e) 池田温 
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（2 枚目/3 枚中） 
 

Ⅲ 英語問題 

 
次の英語の文章を，語注も参照しつつ，すべて現代日本語に訳しなさい。ただし，注番号は

無視すること。 
 
 

 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
 
 
【Andrade, T. The Gunpowder Age (Princeton and Oxford: Princeton University Press, 2016), 

p. 97, ll. 3-24】 
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（3 枚目/3 枚中） 
 
 
Ⅳ 漢文問題 

 
 次の漢文は，清代の王鳴盛が著した『十七史商榷』巻 30・後漢書二・光武先主同

出である。これを読んで，語注も参照しつつ，下の問いに答えなさい。 

 
語注）長沙定王・中山靖王・河間献王・春陵節侯・陸城（陸成）亭侯・鬱林太守・鉅鹿都尉・南頓令――前漢

景帝（188-141BCE）の子孫に与えられた王位・爵位・官位 
   酎金失侯――前漢武帝期の粛清事件。100 を超える列侯が爵位・封地を奪われた。 

 
問 1 傍線部①をすべてひらがなで書き下しなさい。 
問 2 傍線部②を現代日本語訳しなさい。 
問 3 傍線部③を現代日本語訳しなさい。 
 

③ 
① 

② 
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令和８（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （人文地理学受験分野）筆記試験 

［問題用紙は 2 枚です。］ 
（１枚目/2 枚中） 

 
(中辞典程度の英語辞書の持ち込みを可とします) 

 
以下の問１～問３に答えなさい。解答は解答用紙に記入のこと。 

 
 
問１ 
 次の(a)～(f)は、人文地理学に関連する用語を挙げたものである。これらの中から一つを

選んで簡潔に説明しなさい。なお、選んだ項目のアルファベットを明記すること。 
 

(a) 国際価値連鎖（Global Value Chain）  (b) コンパクトシティ 
(c) 集積の利益              (d) 再都市化 
(e) フードデザート問題           (f) 集落営農 

 
問２ 

次の(a)～(d)の問いの中から一つを選んで解答しなさい。なお、選んだ問いのアルファベ

ットを明記すること。 
 

(a) 日本農業における 6 次産業化の取り組みとその背景について、具体例を挙げて説

明しなさい。 
(b) 日本国内の地域間経済格差を是正するために行われてきた政府の取り組みを一

つ挙げて、具体的に説明しなさい。 
(c) 2000 年以降の東京における都心空間の変化について、多角的かつ具体的に説明

しなさい。 
(d) 空間的相互作用とそれに基づく地理学のモデルを一つ挙げて、具体的に説明しな

さい。 
 
 

14



 2

（２枚目/２枚中） 
問３ 
 次の英文はある学術論文の要旨の全文（一部改変）である。これを読んで、下の問い(問
ア・問イ)に答えなさい。 
 

[問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。] 

 
Leite, A. et al. 2024. Changing human–nature relationships: Insights from Guinea-Bissau woodlands. 

People and Nature 6: 2587-2601. https://doi.org/10.1002/pan3.10737 より p.2587 の要旨を全文

抜粋・一部改変。 

 
問ア    

   上の英文中の下線部を日本語に訳しなさい。  
 

問イ 
  この論文が明らかにしたことを３点、簡潔に述べなさい。 

15
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令和 8（2026）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程/一般選抜･冬期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （中国文学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は 2 枚です。］ 

 

 

Ⅰ 次に挙げる二首の詞を読んで、後の問いに答えよ。解答はすべて日本語を用いること。 

 

 

 

 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

唐圭璋編、『全宋詞』、中華書局、1965 年、10・92 頁。一部改変。 

 

 

 

 

 

 

 

問一 二首の押韻について、韻字をすべて挙げながら説明せよ。 

問二 二首を日本語訳せよ。 

問三 二首はともに「斜陽」や「楼」のイメージについて表現しているが、その表現手法

や表現内容はどう異なるか。二首の全体を踏まえて分析せよ。 

 

 

Ⅱ 次に挙げる文章を読んで、後の問いに答えよ。解答はすべて日本語を用いること。 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

（余嘉錫、『古書通例』、上海古籍出版社、1985 年、93―94 頁、一部省略） 

 

 

 

 

 

問一 下線部を日本語訳せよ。 

16



 2 / 2 

 

問二 上の文章は、「諸子」と「文集」を比較するにあたり、どのような点に着目してい

るのか。 

問三 上の文章で論じられている古書の創作・編纂・出版は、近代以降の文学における創

作・編纂・出版とどのように異なっているか、自由に述べなさい。 
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻（英米文学受験分野）筆記試験 

［問題用紙は 3枚です。］ 

（1枚目/3 枚中） 

 

★一題ごとに別の解答用紙を用い、問題番号を記入すること。 

 

I. 次の英文を読んで、下の設問に答えなさい。 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は以下のとおりです。 

 

 

（１）この２つのパラグラフを 300 字程度の日本語で要約しなさい。 
（２）ここでの Gothic の説明をふまえて、Jane Austin の小説にみられる Gothic 的特徴について、400 字程 

度の日本語で解説しなさい。 

 

【出典】Fred Botting, Gothic, Routledge, 1996, p. 5, l. 6-p. 6, l. 14.  

 

 

II. 次の英文を読んで、下の設問に答えなさい。 
 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は以下のとおりです。 

 

 

（１）下線部を日本語になおしなさい。 
（２）主人公 Emily の人生についてどのような物語的状況が読み取れるか、100〜150 語程度の英語で説明

しなさい。 
 
【出典】William Faulkner, “A Rose for Emily,” The Portable Faulkner, edited by Malcolm Cowley, revised and 

expanded ed., Penguin Books, 2003, p. 392, l. 1-p. 394, l. 18. 
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（2枚目/3 枚中） 

 

 

III. 次の英詩を読んで、下の設問に答えなさい。 
 

 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は以下のとおりです。 

 

 

（１） この詩の第 3 スタンザおよび第 4 スタンザを日本語になおしなさい。 
（２） 第 5 スタンザで、詩人はなにを伝えようとしているのか。200 字程度の日本語で解説しなさい。 
 
【出典】Brian Martin (ed.), Macmillan Anthologies of English Literature: The Nineteenth Century (1798-1900), 

Macmillan Education, 1989, p. 324, CXV ll. 1-20. 
 
 
 
 
 
 
IV. 次の日本語の文章を読んで、傍線部を英語になおしなさい。 
 
 
 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は以下のとおりです。 

 
 
 
 
【出典】武田悠一『アレゴリーで読むアメリカ／文学――ジェンダーとゴシックの修辞学』(春風社, 2017 年), p. 

11, l.8- l.15.  
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（3枚目/3 枚中） 

 
 
【外国語】 

V. 次の英文を読んで、下の設問に答えなさい。 

 
 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は以下のとおりです。 

 

 

 

（１） 下線部（イ）を日本語になおしなさい。 
（２） 下線部（ロ）を日本語になおしなさい。 

 

【出典】Jamie Q. Roberts, “Guide to the classics: Joseph Conrad’s Lord Jim sees humanity’s darkness,” The 
Conversation, August 20, 2025. https://theconversation.com/guide-to-the-classics-joseph-conrads-lord-jim-
sees-humanitys-darkness-247565. 一部改変. 
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令和８（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （ドイツ文学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は３枚です。］ 
（１枚目/３枚中） 

 

問１ 以下のドイツ文を読み、設問に答えなさい。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
（出典 Politzer, Heinz: Franz Kafka. Der Künstler. Frankfurt a. M.: Suhrkamp, 1978. S.259/Z.1-33. 出題に

際して一部改変している。） 
 
設問１ 下線部（A）および（B）を日本語に訳しなさい。 

 

設問２ ここで指摘されている文学史的事象について、関連する具体的な作品とその内容をふまえなが

ら自由に論じなさい。 
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（２枚目/３枚中） 

 
［外国語 英語］ 

 
問２ 以下の英文を読んで、下線部（A）および（B）を日本語に訳しなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（出典 Pascal, Roy: Kafka’s Narrators: A Study of His Stories and Sketches. Cambridge: Cambridge 
University Press, 1982. p.1/ll.3-24.） 
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（３枚目/３枚中） 
 

 

問３ 以下のテーマからひとつを選び、ドイツ語で自由に論じなさい（２００語程度）。 

 
1)  Vorstadt        2)  Schicksal       3)  Enttäuschung 
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feinte :   dément :   atterré :    loyal :     

  grief   

 

 

Romans et récits : uvres lyriques et 

dramatiques   
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は以下のとおりです。



   
 

    

 

  

 

Présentez le sujet de recherches que vous voulez étudier en master. 
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  William Elliot Griffis The Mikado s Empire

15  

Within this belt lies more than a majority of the largest cities, best 
ports, richest mines, densest centres of population, classic localities, 
magnificent temples, holy places, tea-plantations, silk districts, rice- 
fields, and manufactures. Here, also, have been developed, in times 
past, the nation s greatest treasures the best blood, the commanding 
minds, and the men that have ruled Japan. 
  It is interesting to note the shifting of the scenes in the drama of 
Japanese history. In the most ancient times, the ablest men of action 
and intellect were produced in Yamato, or in the Kinai. In the Middle 
Ages, they arose in the Kuant . At the opening of modern history, they 
sprung from the T kaid  ( Mino, Owari, Mikawa ). In the latest decades, 
they came from Kiushiu and the south ( Ch shiu, Satsuma, Tosa, and 
Hizen ). 

 William Elliot Griffis, , Book II. Personal experiences, observations, 

and studies in Japan, 1870 1874, New York, Harper & Bros., 1899, p.391 l 29 - p.392 l 10.  
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令和 8（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
日本学専攻 （考古学 受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は３枚です。］ 
（１枚目/３枚中） 

 
 
問１ 考古学からみた都市の条件についてこれまでに示されてきた見解を説明し、その上で日本ならび

に東洋・西洋における都市遺跡の具体的な事例を挙げながら、その特質を述べなさい（800 字以上）。 

 
 
問２ 次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 

（１）全文を日本語に訳しなさい。 

（２）下線部①に関連して、本文の内容と対比しながら、日本列島において新たな宗教や観念の伝来に伴

い埋葬がどのように推移するのかについて、具体例を挙げながら述べなさい。 

（３）下線部②に関連して、日本列島における埋葬頭位にかかわる研究について、具体的な事例を挙げ、

その歴史的意義づけを含めて説明しなさい。 

 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

John Hunter, Ian Ralston (Ed.) 2009, The Archaeology of Britain: An Introduction from Earliest Times to 

the Twenty-First Century, 2nd Edition, Routledge, p.233, l.36- p.234, 1.12. 
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（２枚目／３枚中） 
 

問３ 次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 

（１）全文を日本語に訳しなさい。 

（２）下線部①について、著者の学史的貢献を含めて、詳しく説明しなさい。 
（３）下線部②に関して、詳しく説明しなさい。 
（４）下線部③に関して、具体的な考古資料を１つ挙げ、その歴史的背景について説明しなさい。 

 
 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

Thomas C. Patterson, Charles E. Orser Jr. (Ed.) 2004, Foundations of Social Archaeology: Selected 

Writings of V. Gordon Childe, AltaMira Press, p.10, ll.1- 25. 
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（３枚目／３枚中） 

 
問４ 次の語句等について詳しく説明しなさい。 
（１）Newgrange (Irish: Sí an Bhrú) 

（２）広田遺跡 

（３）五條猫塚古墳 

（４）御所野遺跡 

（５）免田式土器 

（６）山科本願寺跡 

（７）神雄寺遺跡 

（８）芬皇寺（분황사） 

（９）銅鼓文化(Văn hóa Đông Sơn) 

（10）LiDAR(light detection and ranging) 
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令 和 八 （ 二 〇 二 六 ） 年 度 
大 阪 大 学 大 学 院 人 文 学 研 究 科 人 文 学 専 攻 ・ 日 本 学 専 攻 基 盤 日 本 学 コ ー ス ・ 芸 術 学 専 攻  

（ 博 士 前 期 課 程 ／ 一 般 選 抜 ・ 冬 期 試 験 ） 入 学 者 選 抜 試 験 問 題 

日 本 学 専 攻 （ 日 本 文 学 ・ 日 本 語 史 学 受 験 分 野 ） 筆 記 試 験  

［ 問 題 用 紙 は 七 枚 で す 。 ］ 

（ 一 枚 目 ／ 七 枚 中 ） 

一  次 の 文 章 は 、 『 徒 然 草 』 の 注 釈 書 『 徒 然 草 文 段 抄 』 （ 北 村 季 吟 著 、 寛 文 七 （ 一 六 六 七 ） 年 刊

行 ） の 一 部 で す 。 こ れ を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。 （ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一

枚 を 用 い 、 縦 書 き に す る こ と ） 
 

こ れ よ り 以 下 を も と よ り 下 巻 と わ か て り 。 こ の 段 の 大 意 は 情 を も と と し て よ ろ づ 閑 に 観 ず る

所 を せ ん と 書 け り 。 

は じ め に は 花 月 の 上 男 女 の 中 の 情 を い ひ 、 中 間 よ り 祭 見 る こ と に 都 鄙 の 人 の あ り さ ま を う つ

し 、 終 は り に 例 の 無 常 を 観 ぜ り 。 そ の 文 の 変 態 、 不 可 説 未 曾 有 に し て 古 来 称 美 の 段 な り 。 

花 は さ か り に 月 は く ま な き を の み 見 る 物 か は  く ま な き と は く も り な き な り 。 （ 中 略 ） 

 

こ れ 又 兼 好 の 人 に こ と な る 文 章 な る べ し 。 

＊ 徹 書 記 の 物 が た り に 、 ① か や う の 心 根 を も ち た る も の は 世 間 に 兼 好 一 人 な ら で は な し 。 此

心 は 生 得 に て あ る な り と い へ り 。 六 家 集 の う た に  

家 隆 卿  世 の 中 を お も ひ つ づ け て 見 る 時 は ち る こ そ 花 の さ か り な り け れ   

西 行  ② な か な か に 時 々 雲 の か か る こ そ 月 を も て な す け し き な り け れ  

③ こ の た ぐ ひ 、 歌 人 の 情 に あ ら ず は い か で か か や う に は 侍 る べ か ら ん 。 誠 に 浅 か ら ぬ み ち な り

か し 。 

（ 『 徒 然 草 文 段 抄 』 よ り 。 国 立 国 会 図 書 館 蔵 本 （10.11501/2562713 ） に よ る ） 
 注  徹 書 記 の 物 が た り― 『 正 徹 物 語 』 
 

問 一  影 印 部 分 を す べ て 正 確 に 翻 字 し な さ い 。 な お 、 改 行 箇 所 は 原 文 に 従 う こ と 。 （ た だ し 、 

ふ り が な は 翻 字 し な い も の と す る 。 ） 

問 二  傍 線 部 ① に つ い て 、 「 か や う の 心 根 」 が ど の よ う な 内 容 を 指 す の か 明 確 に し て 現 代 語  

訳 し な さ い 。 

問 三  傍 線 部 ② の 和 歌 を 現 代 語 訳 し な さ い 。 そ の 上 で 、 こ の 歌 に 表 現 さ れ た 美 意 識 に つ い  

て 、 『 徒 然 草 』 に お け る 兼 好 の 見 識 を 踏 ま え 、 詳 し く 説 明 し な さ い 。 

問 四  傍 線 部 ③ を 踏 ま え 、 季 吟 が 兼 好 を ど の よ う に 評 価 し て い る の か 詳 し く 説 明 し な さ い 。 
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( 二 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
 

二  次 の 資 料 は 、 芥 川 龍 之 介 に よ る 小 説 「 鼻 」 （ 一 九 一 六 年 発 表 ） の ① 草 稿 ・ ② 現 代 の 文 庫 版

（ 新 潮 文 庫 二 〇 〇 八 年 ） の 冒 頭 部 で あ る 。 ① ② を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。 （ こ の 問

題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 縦 書 き に す る こ と ） 
 

① 草 稿  

［ 所 蔵 者 の 権 利 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 ］ 
 

※  左 記 URL 「 「 鼻 」 草 稿 」 の 四 行 ～ 六 行 。 

四 行 目 「 云 へ ば 」 に 傍 線 Ａ 、 六 行 目 「 下 つ て ゐ る 」 に 傍 線 Ｂ を 付 す 。 
 
 
 
 
 
 

（ 山 梨 県 立 文 学 館 所 蔵 「 鼻 」 草 稿 https://digital-archive.pref.yamanashi.jp/database/detail/67 ） 
 

② 現 代 の 文 庫 版  

［ 校 訂 者 の 権 利 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 ］ 
 

※  芥 川 龍 之 介 『 羅 生 門 ・ 鼻 』 （ 新 潮 文 庫 ・ 平 成 一 七 年 版 ） 、 二 〇 頁 一 行 ～ 三 行 。 

二 〇 頁 一 行 目 「 云 え ば 」 に 傍 線 ａ 、 二 〇 頁 三 行 目 「 下 っ て い る 」 に 傍 線 ｂ を 付 す 。 
 
 
 
 

（ 『 羅 生 門 ・ 鼻 』 新 潮 文 庫 に よ る ） 
 

問 一  傍 線 部 Ａ と ａ に お い て 、 Ａ は 「 云 へ ば 」 、 ａ は 「 云 え ば 」 と あ る 。 こ の 相 違 に つ い て 、

日 本 語 の 音 韻 史 お よ び 表 記 史 の 観 点 か ら 説 明 し な さ い 。 

問 二  傍 線 部 Ｂ と ｂ に お い て 、 Ｂ 「 下 つ て ゐ る 」 ・ ｂ 「 下 っ て い る 」 の よ う に 用 い ら れ て い る

文 法 形 式 「 ～ テ イ ル 」 の 、 現 代 日 本 語 で の 意 味 用 法 を 記 し な さ い 。 そ の う え で 、 「 ～ テ

イ ル 」 の 歴 史 的 変 遷 を 調 査 す る 方 法 を 具 体 的 に 説 明 し な さ い 。 

問 三  ① ま た は ② に つ い て 、 問 一 ・ 問 二 で 取 り 上 げ た 箇 所 以 外 か ら 、 日 本 語 史 の 観 点 で あ な た

が 注 目 す る 箇 所 を 一 箇 所 抜 き 出 し 、 理 由 を 示 し た う え で 詳 し く 説 明 し な さ い 。 
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( 三 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
＊ 日 本 文 学 専 攻 予 定 の も の は 三 ( Ａ ) を 、 日 本 語 史 学 専 攻 予 定 の も の は 三 ( Ｂ ) を 選 択 し な さ い 。 

三 （ Ａ ） 次 の 文 章 は 、 井 戸 川 射 子 「 マ イ ホ ー ム 」 の 一 部 で す 。 こ の 文 章 を 読 み 、 後 の 問 い に

答 え な さ い 。 （ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 縦 書 き に す る こ と 。 不 足 の 場 合 は

追 加 用 紙 を 申 し 出 る こ と ） 
 

［ 著 者 の 著 作 権 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 出 典 は 以 下 の 通 り で す 。 ］ 
 

※ 井 戸 川 射 子 『 こ の 世 の 喜 び よ 』 講 談 社 、 二 〇 二 二 年 一 一 月 発 行 、 九 九 頁 一 行 ～ 一 〇 四 頁 一 〇

行 。 

一 〇 三 頁 四 ～ 五 行 「 何 で も 最 初 は 私 と し よ う 、 ス タ バ も ド ト ー ル も 私 と 行 こ う 、 と 二 人 の 脚

を 両 手 で さ す り な が ら 彼 女 は 言 う 」 に 傍 線 ① 、 一 〇 四 頁 八 ～ 九 行 「 私 は 一 人 で 歩 く 時 に 、 両

腕 を ど う 振 っ て い た ん だ っ け と 思 っ た 」 に 傍 線 ② を 付 す 。 
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( 四 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
 

［ 著 者 の 著 作 権 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 ］ 
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( 五 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
 

［ 著 者 の 著 作 権 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 ］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 井 戸 川 射 子 『 こ の 世 の 喜 び よ 』 講 談 社 、 二 〇 二 二 年 一 一 月 発 行 、 九 九 ～ 一 〇 四 頁 。 『 早 稲 田

文 学 増 刊 号  家 族 』 通 巻 一 〇 三 七 号 、 二 〇 二 二 年 三 月 初 出 。 ） 

46



( 六 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
 

問 一  傍 線 部 ① 「 何 で も 最 初 は 私 と し よ う 、 ス タ バ も ド ト ー ル も 私 と 行 こ う 、 と 二 人 の 脚 を 両

手 で さ す り な が ら 彼 女 は 言 う 」 と あ る が 、 そ れ は な ぜ か 。 本 文 全 体 の 内 容 を 踏 ま え 、 論

述 し な さ い 。 

問 二  傍 線 部 ② 「 私 は 一 人 で 歩 く 時 に 、 両 腕 を ど う 振 っ て い た ん だ っ け と 思 っ た 」 と あ る が 、

そ れ は な ぜ か 。 本 文 全 体 の 内 容 を 踏 ま え 、 論 述 し な さ い 。 

問 三  こ の 小 説 の 右 の 場 面 に お け る 物 語 内 容 と 物 語 行 為 （ 語 り ） 、 ス ト ー リ ー と プ ロ ッ ト に つ

い て 分 析 し 、 論 述 し な さ い 。  

問 四  こ の 小 説 を あ な た が 論 じ る と し た ら 、 ど の よ う に 論 じ る か 。 小 説 テ ク ス ト 内 の 分 析 、 語

り や 叙 述 、 引 用 や 翻 案 な ど の 他 作 品 と の 相 互 関 係 の 考 察 や 比 較 、 同 時 代 状 況 と の 関 係 性 、

あ な た 自 身 の 問 題 関 心 と 交 錯 さ せ て の 考 察 な ど 、 こ の 小 説 を 論 じ る 場 合 に 、 あ な た が 着

想 す る ア イ デ ィ ア や 方 向 性 を 示 し 、 論 述 し な さ い 。 
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( 七 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
 

三 （ Ｂ ） 次 の 問 い に 答 え な さ い 。 （ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 縦 書 き に す る こ

と ） 

問 一  次 の 用 語 ・ 事 項 に つ い て 知 る と こ ろ を 述 べ な さ い 。 

（ ア ） 言 海   （ イ ） 富 士 谷 成 章   （ ウ ） 順 行 同 化 ・ 逆 行 同 化  
 

問 二  次 の 資 料 は 『 中 華 若 木 詩 抄 』 の 一 部 で あ る 。 こ れ を 読 み 、 次 の ① ② に 答 え な さ い 。 

①  こ の 資 料 の 日 本 語 史 上 の 位 置 付 け に つ い て 、 知 る と こ ろ を 述 べ な さ い 。 

②  こ の 箇 所 か ら 着 想 で き る 日 本 語 史 の 研 究 課 題 を 設 定 し 、 調 査 方 法 と と も に 説 明 し な さ い 。 

 

（ 東 京 大 学 総 合 図 書 館 所 蔵 『 中 華 若 木 詩 抄 』 （A00:5797 ） 
 https://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/portal/assets/438e681b-6c2e-5b3d-0769-92d2f0f566a4 ） 
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令和 8(2026)年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

 (博士前期課程/一般選抜・冬期試験)入学者選抜試験問題 
芸術学専攻 (アート・メディア論受験分野) 筆記試験  

[問題用紙は 2 枚です。] 
(1 枚目/2 枚中) 

 

問 1 次に挙げる 8 つの用語もしくは固有名詞のなかから 5 つを選び、それぞれを 5 行程度の日本語

で説明しなさい。 

(1) 木村伊兵衛 (2) 『私の鶯』 (3) ゼツェッション建築 (4) ペーター・ベーレンス 
(5) ショット・リバースショット (6) ダイレクト・シネマ (7) 大野一雄  (8)コロス 

問 2 次に挙げる 4 つの設問(1)〜(4)の内から 2 つを選び、日本語で解答しなさい。 

(1) ボーンデジタルとフィルムの映像（写真を含む）表現の差異について、具体例を挙げ
てメディア史の観点から論じなさい。 
 
(2) ロングテイク（長回し）が特徴的な映像作品の例を挙げ、具体的な場面の分析を通し
て、それが映画の歴史といかに関わり合っているか、論じなさい。 
 
(3) 万国博覧会において、進歩を展示するため用いられてきた手法を複数挙げ、歴史的に考察
しなさい。 
 
(4) 別紙の写真①は、2018 年落慶の、奈良県の興福寺の中金堂である。この建物は、創建
以来、７回もの焼失と再建を繰り返したのち、写真に見られる姿に再建された。その際、
建物の構造や意匠に関しては、奈良・平安・中世期の史料を専門家が検討し、創建当初に
近い姿の復元が目指された、とされる。 
以上をふまえて、以下の問いに答えなさい。 
A. 写真①の建築様式について建築史的に解説しなさい。 
B. 写真①の建物のように、一度完全に姿を消した過去の建築を、史料にもとづき、物理的
に実際の縮尺で復元する行為について、その「メリット」と「問題点」の双方を考察しな
さい。 
C. あなたが理想とする、歴史的建造物の復元や修復保存のありかたを述べなさい。その
際、写真①とは異なる、具体的な建築物の事例を１つ以上挙げて考察すること。 
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(2 枚目/2 枚中) 

 

画像は、著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は以下のとおりです。  

 

写真① 
画像出典： 
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/8/8d/181029_Ch%C5%AB-
kond%C5%8D_of_K%C5%8Dfuku-ji.jpg 
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      Robbie Kubala,  Varieties of Aesthetic Response , in Philosophical Topics, Vol. 52, 

No.1, 2024, p.47, ll.8 29. 
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。



令和８（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
芸術学専攻 （音楽学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は３枚です。］ 
（１枚目/３枚中） 

 
問１ 次の文章を読んで、ここで述べられている音楽観について学術的に説明したうえで、あな
た自身の考えを述べなさい。［配点 40 点］（出典：沼田里衣「障害のある人とともに「音楽文化」
を考えるということ」、音遊びの会『即興がつなぐ未来：音楽と社会の狭間でおっとっと』2025
年、岩波書店、28 頁 7−16 行） 
 

 
（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 
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（２枚目/３枚中） 

 
問２  次の英文を日本語訳しなさい。なお、譜例のキャプションは訳す必要はありません。ま
た文中の Colinda「コリンダ」とはルーマニアのクリスマス前後に歌われる子供達の門付けの歌
のことです。［配点 30 点］（出典：Iulia Mogoșan, “György Kurtág’s Time in Romania and Its 
Impact on His Personality and Work”, in Perspectives on the Music of György Kurtág: 
Performance, Language and Memory, Rachel Beckles Willson, Gergely Fazekas (eds), Brepols, 
2025, p.64, l.9 - p.65, l.3.） 
 
（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 

 
  

54



 
 

（３枚目/３枚中） 
 
問３ 次の英文記事を要約し、あなた自身の研究テーマと関連させながら論じなさい。 
［配点 30 点］（出典：Zachary Woolfe, “John Cage Shock: When Japan Fell for Cage and 
Vice Versa”, The New York Times (online), Sept. 23, 2023 
https://www.nytimes.com/2023/09/23/arts/music/john-cage-japan-society.html） 
 
（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 
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https://www.nytimes.com/2023/09/23/arts/music/john-cage-japan-society.html


 
  

 
   

 
  
 
 

  
 

       

                  
 

 
 

 
Catherine Rees, Contemporary British Drama (London: Red Globe Press, 

2020), p. 30, l. 14 - p. 31, l. 16  
 a, d  
 b  
 c
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Catherine Rees, Contemporary British Drama (London: Red Globe Press, 2020), p. 30, l. 14 - p. 31, l. 16 
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻（西洋美術史受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は４枚です。］ 

（１枚目/４枚中） 

 

 

 

問 1 以下の用語の内 4 つを選び、それぞれ 100 字程度で説明しなさい。［配点 20 点］ 

 

１）定朝 ２）源氏絵 ３）舎利容器 
 
４）ウジェーヌ・ドラクロワ ５）《ラス・メニーナス》 ６）メメント・モリ 

 

 

問 2 問題用紙２枚目の英文を読み、全文を日本語に直しなさい。［配点 40 点］ 

 
 ＊ 出典：Wilfried van Damme, “Introducing World Art Studies,” in World Art Studies: Exploring Concepts and 

Approaches, ed. Kitty Zijlmans and Wilfried van Damme (Amsterdam: Valiz, 2008), p. 29, l. 35~49 & p. 30, l. 
1~13. 

 

 紙は著作権等に配慮し、省略します。 

問 3 問題用紙３-４枚目にある２点の画像 A と B を見て、それぞれの作品のおおよその制作時期と制作地域、

また B については制作者である画家についても所見を述べなさい。そのうえで２点の作品を比較して、

その主題と様式について美術史的に重要と思うことがらを論じなさい。［配点 40 点］ 
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（２枚目４枚中） 

 

 

 

 

別紙は著作権等に配慮し、省略します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60



 

（3 枚目/４枚中）画像 A 

 

 

 

 

別紙は著作権等に配慮し、省略します。 
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（４枚目/４枚中）画像 B 

 

 

 

 

別紙は著作権等に配慮し、省略します。 
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